
 

 
  

 

 

 

平成２９年１１月２４日 文責 遠山 榮子 

富富富士士士山山山学学学習習習授授授業業業公公公開開開   
１１月７日（火）、河口小４年を対象に、下山三絵教諭とゲストティーチャーの富士山科学研究所の佐

藤望先生による、富士山学習の授業公開が行われました。当日は、研究員以外の参観もありました。 

「河口湖新倉堀抜」授業のポイント 

１ 単元全体及び授業のコンパクト化について 

２ 【事前学習】―【見学】―【事後学習】―【まとめ】という単元構成について   富士山力アップ 

３ 富士山科学研究所と連携し、富士山学習としての視点をとり入れたことについて            

４ 「学びの道」・ワークシートについて 

授業を振り返って   【アンケートより】       

＊富士山の形と成り立ちの学習を受けて、本時の目当てにつ

なげる過程が児童の理解を深めていた。望先生の説明を聞く

ことで、溶岩には水がしみ込み、水不足につながっていることを、児童がよく理解できていたと思う。

富士山科学研究所との連携が生かされた授業になっていた。二人の教師の役割と立場が明確で、授業が

スムーズに進められていた。ワークシートが、単元全体を通して活用できる良い資料となっていた。 

＊組織研究で練っていくことの大切さ、だれにでも取り組める学習になっていった苦労は、計り知れな

いと思う。地元に誇りがもて、町の財産となる「授業」「資料」だと思う。評価(テスト)を参考にしたい。 

＊９月１１日、伊東市池地区の視察で、池地区の堀抜（下の写真）について、新倉掘抜に関わった船津

と新倉の住人との技術交流を示す石碑があり、現在も、地区の田んぼを潤し、

生活を支えていることが分かった。研究会で伝えると、

「過去から未来につながる大きな単元は、子ども達にと

っても、魅力的だと思った。」という感想も寄せられた。 

河教全体学習会 

   
         

 

１１月８日（水）メンタルヘルスに関わる講演会

が行われました。【より良いセルフケアのために】

→のめりこみ過ぎず、のめりこまな過ぎず。    

         【ポジティブな感情を増やす

ために】→人を応援する、 

人の成功を喜ぶ。等々。 

       その時にやれることに専念。 

       自分に向き合う時間でした。 
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甲州郡内 

舟津邑（船津村） 

（井出）小右衛門 

新倉邑（村） 

（羽田）庄兵衛 


